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例言

ｌ本書は平成1６（2004）年度に新潟市内で実施した埋蔵文化財調査の報告書である。

２市内遺跡調査（現地発掘調査や調査資料の整備・出土遺物整理）にかかる経費は、国庫及び県費の補助金交付を

受けて実施した。

３調査は新潟市教育委員会が主体となり、新潟市総務局国際文化部歴史文化課埋蔵文化財センターが実施した（補

助執行)。

４調査で得た資料は、埋蔵文化財センターが一括して保管している。

５調査から本書の作成に至るまで、多くの方々・機関から指導・協力をいただいた。
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Ｉ平成16年度管内遺跡調査の概要

ｌ調査体制

調査主体新潟市教 育委員会教育長堀川武

総括総務局国際文化部歴史文化課

課長田中純夫

課長補佐長谷川庄司

同企画・ 文 化 財 係 係 長 河 内 巳津雄

麿野耕造（埋蔵文化財センター兼務）

事 務局埋蔵文化財センター所長坂井則夫

調査員渡逼ますみ嘱託職員森良子

諌山えりか士佐夕美子

朝岡政康

２調査概要

今年度は範囲等確認調査４件、立会調査１６件、試掘調査１３件の計33件の調査を実施した。概要一覧を表２に示した。

なお文化財保護法57条の２及び57条の３に係る届出・通知は29件であった（平成17年２月28日)。

３試掘調査について

新潟市は、砂丘地と自然堤防などの微高地を除くと市域の大半が海抜０ｍ前後の沖積地である。新潟市の遺跡は概

ねこの砂丘地や自然堤防上に立地している。しかしながら、近年新潟県内では、これまで遺跡が無いと考えられてい

た沖積地から遺跡が発見される例がしばしば見られ､本市においても亀田郷と呼ばれる沖積地において東囲遺跡(114）

のように立地している遺跡が発見された。このことは、現在の地形に至るまでには様々な地形変動・気候変動が起き

ていたことを示しているのであり、実際に遺跡が発見されることによって過去そこが生活可能な状況であったことが

新たに分かる、ということが起きている。沖積地では、遺跡が存在していたとしても地中深く埋没しているため、遺

物が地表面に現れておらず、踏査による地表面観察では遺跡が発見し難い、ということがあり掘削による調査が有効

な手段である。

このようなことを踏まえ、工事中の遺跡の不時発見を防ぐこと、新遺跡を発見することを目的に、庁内の関係各課、

民間事業者の理解と協力を得て試掘調査を実施した。試掘調査を実施できたことによって調査地における遺跡の有無

や地層の堆積状況など理解することができ、このような調査履歴を増やすことによって遺跡の理解をさらに深めるこ

とができるものと考える。

４調査 方 法

調査は重機（バックホー）による掘削調査が主体である。重機は調査地の状況に合わせ、０．１～0.7,3を使用した。

市内の低地では地表面下１ｍほどで湧水するので排水用のポンプ・小型発電機を使用した。掘削深度は概ね２ｍを目

途としたが、状況に合わせて深く調査した場所もある。
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表２平成１６年度埋蔵文化財調査一覧

４

調査

種別

調査

番号

遺跡名（遺跡番号）

または地名
調査事由

57条の2’3拙

(識者拙舗）

鮒勤らの剛

剛01WⅢ鮒）

58条の２

(調査着手届）
調査期間 調査結果及び遺跡の取扱い

確
認
調
査

１

２

３

４

東囲遺跡（114）

猿ケ馬場Ｂ遺跡（62）

前山遺跡（11）

小丸山遺跡（88）

民間開発

店舗建設

資材置き場改修

個人住宅建設

16.03.04

16.03.18

16.04.12

16.10.07

16.07.06

16.05.25

16.06.03

16.04.09

16.04.16

16.05.14

1６．１１．１０

16.04.12～16.04.23

16.04.26

16.05.19

1６．１１．１１

この確認調査によって東囲遺跡の北西側の
範囲が明らかとなった。事業者との協議の
結果、遺跡は現地保存されることとなった。

調査地は猿ヶ馬場Ｂ遺跡の隣接地である。
遺跡は当該地まで拡がっていないことが確
認された。また遺跡が立地する砂丘が当該
地において、既に上層部が削平されている

ことが確認された。

調査地は前山遺跡の隣接地である。遺跡は
当該地まで拡がっていないことが確認され
た。また遺跡が立地する砂丘は当該地では
地表面下2ｍ以下まで埋没していることが
確認された。

調査地は小丸山遺跡の周知範囲内である。
調査の結果、遺物が出土し、遺物包含層も
確認された。当該地が遺跡であることが確
認された。住宅建設は盛土をして行われる
が、附随する擁壁建設の掘削工事にあたっ
て１２月６日に遺跡への影響を確認するため
立会調査を実施し、工事が遺跡に影響を与
えていないことを確認した。

試
掘
調
査

５

６

７

８

９

1０

1１

１２

１３

1４

1５

1６

1７

俵柳地区試掘調査

赤塚地区試掘調査

牡丹山地区試掘調査

小針地区試掘調査

亀貝地区試掘調査

鳥原地区試掘調査

木工新町地区試掘調査

大淵地区試掘調査

蒋荷谷地区試掘調査

逢谷内地区試掘調査

鳥屋野地区試掘調査

上木戸地区試掘調査

河渡地区試掘調査

新市民病院建設

農業関連施設建設

道路建設

宅地分譲

農道整備

農道整備

集合住宅建設

学校建設予定地

民間開発

宅地分譲

宅地分譲

民間開発・宅地造成

宅地造成

16.06.17

16.06.24

16.07.02

16.09.06

16.10.05

16.10.05

16.10.14

16.11.18

1６．１１．１８

17.01.19

17.01.20

17.01.22

17.02.14

1６．０６．１７．１８．２１

16.06.25

16.07.02

16.09.06

16.10.12

16.10.13

16.10.14

16.11.29～16.12.04

16.12.03～16.12.10

17.01.19

17.01.20

17.01.31

17.02.15～17.02.18

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

遺跡は発見されない。

立
会
調
査

１８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

東囲遺跡（114）

猿ケ馬場Ｂ遺跡（62）

金塚山遺跡（１０）

丸山遺跡（13）

南浦原遺跡（108）

坂田遺跡（63）

木山遺跡（42）

木山墓所遺跡（58）

神山遺跡（33）

石仏山遺跡（80）

東囲遺跡（114）

古屋敷遺跡（31）

六地山遺跡（３）

六地山遺跡（３）

城山遺跡（28）

高山遺跡（52）

市場建設

個人住宅擁壁建設

舗装工事・側溝布設

個人住宅建設

側溝布設

排水符設置・集水桝

設置

配水管布設

配水管布設

配水管布設

下水道管布設

基礎杭工事

店舗建設に伴う地盤

改良

排水フリューム管布
三ｊＬ

向又

倉庫建設

公園建設

個人住宅

16.04.01

16.04.09

16.04.23

ひ

16.05.18

16.05.27

16.05.27

16.06.01

16.06.01

16.06.01

16.06.08

16.06.30

16.10.05

1６．１１．２４

16.12.10

17.01.12

17.02.21

16.04.19

16.07.26

16.06.30

16.06.14

16.06.14

16.06.29

16.06.24

16.06.24

16.06.30

16.07.13

1６．１０．２１

16.12.13

16.04.28

16.05.18

16.05.06／16.06.11

16.07.07

16.07.07

16.06.01／16.06.14

16.06.03／16.06.16

16.07.07

17.01.17

1７．０１．２１

1６．１２．２１

17.01.26～17.01.29

17.02.21 土師質土器細片が少量出土。時代・時期不明



Ⅱ市内遺跡発掘調査

ひがしかこい

１東囲遺跡範囲等確認調査及び隣接地試掘調査（表２－１．２－１３）

調査地：若荷谷字束囲ほか調査面積：240㎡（調査対象面積約10,080㎡の約2.4％）

調査期間：平成16年４月12～23円調査担当：朝岡政康調査員：諌山えりか

遣跡の概要東囲遺跡は、平成11年に市の新卸売市場建設地における試掘調査及び確認調査によって新たに発見され

た遺跡である。約40,000㎡が周知範囲である。翌12年に市道建設部分8,875㎡について本格調査を実施し、古墳時代前

期の集落跡が発見された。遺跡は亀田郷と呼ばれる越後平野の代表的な沖積地に位置するが、亀田砂丘（新砂丘Ｉ）

が形成されたときの海底砂州上に立地していると推定されている。本格調査の結果、古墳時代前期以降は生活不可能

な環境になったものと考えられている。

調査に至る経緯民間の物流施設建設計画地に東囲遺跡が一部係っているので、文化財保護法に基づき発掘届が提出

された。事業計画地に係っている遺跡の範囲は平成１１年の確認調査の時は調査しておらず、推定範囲でしかなかった

ため、遺跡の北西部分の範囲を明らかにすることと遺跡の保護と事業計画との調整を図るために範囲等確認調査を実

施することとなった。調秀地の現況は水田であった。

調査結果２×３ｍの調査坑を32箇所、２×５ｍを１箇所、２×45ｍを１箇所調査した。土層の堆積状況は本格調査

の際確認された層序と全く同じであった。遺物包含層（Ⅵ層）は浅いところでは地表面下約0.5ｍほどで、深いとこ

ろでは地表面下約１ｍで確認された。遺構は土坑1基（SKOl）・溝状遺構（SDOl）・‘性格不明遺構１基（SXOl）を検

出した。すべてｌＴで確認した。遺構直上から土器がまとまって出土したが、遺構内遺物は検出されなかった。遺物

はｌＴ・２Ｔ・ロングトレンチにおいて検出した。遺跡の範囲は土器が出土した範囲を括った結果、当初の推定範囲よ

り狭くなった。調査結果をもとに事業者と協議を行い、事業地全体に盛土を施した後、遺跡部分は駐車場として利用

されることとなった。遺跡が現地保存されることとなったので、事業に先立つ遺跡調査はこれで終了となった。

隣接地試掘調査（表2-13）

調査地：若荷谷地内調査面積：１７４㎡（調査対象面積約22,281の約0.8％）

調査期間：平成１６年１２月３日～１０日調査担当：朝岡政康

調査地の概要調査地は東囲遺跡範囲確認調査地の隣接地である。沖積地であるが東囲遺跡が立地する砂層が確認さ

れている。調査時は水田であった。

調査に至る経緯調査地は上記で報告した事業と同一事業である。今年度初頭に行った東囲遺跡範囲等確認調査に

よって東囲遺跡の北西側の範囲が明らかとなり、事業者と遺跡の保護について協議し現地保存について合意したが、

残る事業予定地内における遺跡の有無について試掘調査依頼を受けていた。事業者が用地を取得した段階で調査を実

施することとなった。

調査結果２×３ｍの調査坑を29箇所設定した。東囲遺跡が立地する砂層がどれくらい拡がるのか、また未発見の

遺跡の有無に焦点を当て調査を行った。東囲遺跡が立地する砂層は45Ｔ～49Ｔの田面から北側に向かって急激に落ち

込んでいた。砂層が落ち込み始めると同時に遺物包含層相当のⅥ層はほとんどの調査坑において確認できなくなる。

また25～33Ｔを設定した田面では砂層が地表面下0.2～0.5ｍほどで確認できⅥ層もほとんどの調査坑で確認できた。

しかしどの調査坑からも遺構・遺物は検出されなかった。当該地に遺跡がないことが確認された。また砂層の広がり

についても概略を確認することができた。
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写真３SKO1直上遺物出土状況（南～） 写真７４９Ｔ東壁土層堆積状況

写真４ロングトレンチ完掘状況（北～） 写真８６０Ｔ西壁士層堆積状況

､

写真５ロングトレンチ遺物集中出土状況（北～） 写真９右:SKO1直上土器左：ロングトレンチ内集中出土土器(約X）

写真６２T西壁土層堆積状況（目盛の55cm付近がⅥ層） 写真１０ロングトレンチ内集中出土土器（約％）
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さるがばば

２猿ケ馬場B遺跡範囲等確認調査（表2-2）

調査地：猿ヶ馬場２丁目68-5ほか調査而積苫１８㎡（調査対象面積694㎡の約26％）

調査期間：平成１６年４月26日調査担当：朝岡政康

遺跡の概要猿ヶ馬場B遺跡は石山砂丘（阿賀野川以東の新砂丘Ⅱ－２列に対比）の砂丘列南斜面に立地し、周知範

囲は約1,400㎡である。土師器・須恵器の小片、中世・近世の陶磁器片が散布していることが確認されている。

調査に至る経緯貸店舗建設予定地が猿ヶ馬場B遺跡に隣接しているため、文化財保護法に基づいて発掘届が提出さ

れた。猿ヶ馬場B遺跡は過去に調査履歴がないことから、範囲等確認調査を実施し遺跡の内容を確かめることとなっ

た。調査にあたって事業者から掘削機械の提供を受けた。調査地の現況は家屋解体後の更地であった。

調査結果２×３ｍの調査坑を３箇所設定した。土層の堆積状況は、表土→石山砂丘の基盤砂層である。この砂丘基

盤層は既に削平された痕跡も認められた。従って基盤砂層の上層の茶褐色砂層（表土）は盛土と考えられる。調査地

周辺は昭和27年の耕地整理以前は水田であったそうだが、３Ｔで黄褐色粘土層が盛土の下層で確認できた。この粘土

層が水田時代のものであろうと考えられる。この粘土層の下層の暗茶褐色砂層は自然堆積のままであると考えられる

が遺物・遺構とも検出されなかった。遺跡が当該地まで拡がってこないことが確認された。

図１０調査地位置図（Ｓ＝1／１０，０００） 図１１調査坑配置図（Ｓ＝1／1,500）

難野書錘蕊蕊謎議籍蕊

ｔｎＷ季①

写真１１調査地（南～） 写真１２３T東壁土層堆積状況(目盛の50～60cm辺りが粘土層）
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2Ｔ

こととなった･

調査結果調査は２×３ｍの調査坑を３箇所設けた。２Ｔで地表面下0.8ｍほど黒褐色砂層が確認された。その下層は

灰褐色砂層で亀田砂丘の基盤層と考えられる。黒褐色砂層の上牌は灰色～暗灰色粘土層であり、昭和61年調査時の柱

穴状遺構はこの粘土層で確認されたものと考えられる。１Ｔ及び３Ｔでは黒褐色砂が地表面下２ｍほどに深くなって

おり、急激に砂丘が埋没していることが確認された。黒褐色砂層及び上層の粘土層を注意深く調査したがどの調査坑

からも遺物・遺構は検出されなかった。前山遺跡は当該地まで拡がっていないことが確認された。
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３前山遺跡範囲等確認調査（表2-3）

訓査地：北山字前山77ほか調査面積：１８㎡（調査対象而積267.5㎡の約6.7％）

調査期間：平成16年５月19日調査担当：朝岡政康

遺跡の概要前山遺跡は亀田砂丘（新砂丘Ｉ）後列の砂丘列南斜面に立地する。周知範囲は約１９，１００㎡である。昭和

42年頃の砂取りで砂丘が削平された際遺物が出土した。昭和61年の試掘調査で砂丘上に堆積した粘土層中に柱穴状の

遺構が検出され、南端付近には遺構が残存していることが明らかとなった。

調査に至る経緯資材置場の建設計画地が前山遺跡に隣接しているため､文化財保護法に基づき発掘届が提出された。

前山遺跡は上記のように南端部に遺跡が存在する可能性が高いため範囲等確認調査を実施し、遺跡の内容を確認する
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１１１１BIll
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写真１３調査地（南東～）

図１３調査坑配置図（Ｓ＝1/800）図１２調査地付置図（Ｓ＝1／10,000）

写真１４２T南壁十層堆積状況



こまるやま

４小丸山遺跡範囲等確認調査（表2-4）

調査地：直り山字小丸山235ほか調査面積：９㎡（調査対象面積166㎡の約54％）

調査期間：平成16年11月11日調査担当：諌山えりか調査員：朝岡政康

遺跡の概要小丸山遺跡は亀田砂丘（新砂丘Ｉ）後列の小砂丘上に立地する。周知範囲は約17,000㎡である。昭和６１

年に住宅団地造成計画に伴う分布調査で発見され、翌61年に約5,200㎡が発掘調査され、平安時代の集落跡を中心と

した遺跡であることがわかった。

調査に至る経緯小丸山遺跡の周知範囲内である当該地で住宅が建設されることとなったため、遺跡の内容を確認す

るために調査を実施することとなった。平成４年に当該地の隣接地において、同じく住宅建設に伴う確認調査を行っ

ている。この調査では遺物が検出され､遺物包含層の存在も確認されている。調査地の現況は竹林伐採後の更地であっ

た。

調査結果１５×２ｍの調査坑を1箇所（1T）と１５×４ｍの調査坑を１箇所（2T）を設定し調査した。調査地は2Tから

1Ｔ方向に低くなっており、約0,5ｍほどの比高差がある。土層の堆積状況は表土下に砂混じり粘土層があり、その下

層に暗褐色砂、さらに下層に砂丘基盤層と考えられる黄褐色砂が確認された。ｌＴでは地表面下約0.5ｍほどで遺物が

出土し、２Ｔでは地表面下約１ｍほどから遺物が出土した。どちらも暗褐色砂上層の灰色～暗灰褐色砂混じり粘土層

から出土しており、この層が遺物包含層と考えられる。暗褐色砂層を注意深く調査したが遺構は検出されなかった。

出土した遺物は大半が平安時代の土師器椀・土師器小斐や須恵器坪・須恵器婆であった。

調査の結果、平成４年の確認調査とほぼ同様の調査結果が得られ、当該地が小丸山遺跡の範囲に含まれることが確

認された。住宅建設は盛土を施しそれから建設されることから、現地表面には掘削が及ばないので遺跡の保護上問題

ないと考えたが、盛土の擁壁建設時に現地表而を若干掘削するとのことだったので、１２月６日に工事立会を行い、遺

跡に影響がなかったことを確認した。

Ｌ

⑪

2０（ 、）

図１４調査地位置図（Ｓ＝1/5,000） 図１５調査坑位置図（Ｓ＝1／1,000）

写真１５調査地（北西～） 写真１６１Ｔ西壁（遺物は目盛の80ｃｍ付近から出土）
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写真１７２T北壁（遺物は目盛の40～50ｃｍ付近から出土）
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写真1８出土這物

５俵柳地区試掘調査（表2-5）

調査地：俵柳430番ｌほか調査面積：２４㎡（調査対象面積46,850㎡の約0.05％）

調査期間：平成１６年６月１７．１８．２１日調査担当：諌山えりか調査員：渡遥ますみ

調査地の概要調査地は鳥屋野潟南両部端に位侭する。鳥屋野潟の南東部には新砂丘Ⅱが延びてきており、この砂丘

上には石仏山遺跡など７遺跡が所在する。また、鳥屋野潟の北西方面には女池砂丘（新砂丘Ⅱ）が延びており鳥屋野

遺跡など６遺跡が所在する。調査地の現況は盛土された更地と駐車場とがあり、更地部分で調査を実施した。

調査に至る経緯当該地は新市民病院の建設予定地であるが、地中深くに埋没した砂丘の存在と、その砂丘上に立地

する遺跡の存在が考えられたので、事業に先立ち試掘調査を実施し遺跡の有無を調査することとなった。

調査結果事業地のボーリング調査結果から地表面下約２～３ｍほどは盛土されていることが事前に分かっていたの

で、一辺12ｍの調在坑を設定し盛土を除去した。盛土除去後重機を下ろして旧地表面上にｌ×３ｍの調査坑を設定し

た。盛土掘削時から湧水し調査は困難であった。どの訓査坑も旧地表面下２～2.5ｍほどは粘土層であった。２Ｔのみ

暗灰色砂層を確認できたが、この砂層の下層はまた粘土層であった。土層の堆積状況から、当初予想していたような

埋没砂丘や遺跡が立地するような地盤は確認できなかった。遺構・遺物も検出されなかった。当該地で新たな遺跡の

発見はされなかった。

ｙ

図１６調査地位置図（Ｓ＝1／10,000） 図１７試掘坑位置図（Ｓ＝1／10,000）
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写真１９２T調査状況 写真２０２T土層堆積状況

６赤塚地区試掘調査（表2-6）

調査地：山崎字下り1237番ほか調査面積：１８㎡（調査対象地約690㎡の約2.6％）

調査期間：平成16年６月25日調査担当：朝岡政康調査員：渡遥ますみ

調査地の概要当該地は砂丘（新砂丘Ⅲ）地である（1987国土地理院ｌ：２５，０００土地条件図)◎現在遺跡の存在は確

認されていないが、付近に赤塚神明社遺跡や屋敷裏遺跡など遺跡が多く所在する地域である。調査地の現況は更地

部分と舗装された駐車場部分とがあり、更地部分で調査を実施した。

調査に至る経緯当該地で野菜等の集出荷場の建設計画があり、上述したように遺跡が多く所在する地域であること

から、事業者の協力を得て事業に先立ち遺跡の有無について試掘調査を実施することとなった。

調査の方法と調査結果３×３ｍの試掘坑を２箇所設定した。地表面下２ｍほどは盛砂であった。この盛砂層の下層

に灰黄色～暗褐色の砂質土層が確認されたが、ビニールや現代の陶器片など多く含んでいた。さらに下層に黄灰色砂

層が確認された。この黄灰色砂層は砂丘形成基盤層と考えられる。調査の結果、遺構・遺物とも発見されず当該地

が遺跡ではないことが確認された。

Ｈ

図１８調査地位置図（Ｓ＝1／10,000） 図１９試掘坑配置図（S＝1/2,000）太枠内：調査対象地

写真２１調査地（北～） 写真２２１Ｔ南壁土層堆積状況
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７牡丹山地区試掘調査（表2-7）

調査地：牡丹山５丁目447番９ほか調査面積：1.6㎡（調査対象面積約260㎡の約0.6％）

調査期間：平成１６年７月２日調査担当：諌山えりか

調査地の概要調査地は牡丹山砂丘（阿賀野川以東新砂丘Ⅱ－４列に対比される）上に位置する。調査地の現況は荒

蕪地であった。

調査に至る経緯調査地は市道出来島や上木戸線の予定地である。平成15年に同法線内で試掘調査を行っており、今

年度はその続きである。上記のように事業予定地は遺跡が多く所在する新砂丘Ⅱ上ということで未発見の遺跡が存在

する可能性が考えられたので、市の事業課の協力を得て、試掘調査を実施することとなった。

調査結果１×08ｍの試掘坑を２箇所設定し、人力掘削にて調査を行った。地表面下05ｍほどまでは砕石が入る盛

砂層であった。その下層に砂丘形成基盤層が確認された。調査の結果は昨年と同様、砂丘頂部は既に削平されている

ことが確認された。遺跡は発見されなかった。

図２０調査地位置図及び試掘坑配置図(S=1/10,000）網部:Ｈ１5年蹴査Ⅲ写真２３２T東壁土層堆積状況

８小針地区試掘調査（表2-8）

調査地：小針４丁目35番１ほか調査面積：３０㎡（調査対象面積約4,499㎡の約067％）

調査期間：平成16年９月６日調査担当：諌山えりか

調査地の概要調査地は西川北側の自然堤防である（1987脚土地理院ｌ：２５，０００土地条件図)。小針地区は過去市街

化が急速に進んだ地域であり、遺跡の調査がほとんど行われていないため、遺跡の所在状況や土層の堆積状況がほと

んど分かっていない地域である。調査地の現況は更地であった。

調査に至る経緯当該地で民間事業者による宅地分譲の計而があり、上述したような理由から試掘調査の協議を行っ

たところ、事業者の協力を得て、調査を実施することとなった。

調査結果２×３ｍの試掘坑を５箇所設定した。調査地は南側から北側に向かって傾斜していた。南側では、以前当

該地がガラスエ場だったときのガラが多量に埋められ、８０cmほど盛土されていた。盛土の下は青灰色のシルト～粘土

が堆積しており、この層が西川の、然堤防であると考えられる。遺構・遺物とも発見されなかった。当該地で遺跡は

発見されなかった。

－１４－
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図２１調査地位置図（Ｓ＝1／10,000） 図２２試掘坑位置図（Ｓ＝１／3,000）
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写真２４３T南壁土層堆積状況 写真２５５T北壁±層堆積状況

９亀貝地区試掘調査（表2-9）

調査地：新通地先1021ほか調査面積：３㎡（調査対象面積約１．０００㎡の約03％）

調査期間：平成16年１０月12日調査担当：諌山えりか

調査地の概要当該地は海岸平野部または三角州にあたる（1987国土地理院ｌ：２５，０００土地条件図)。調査地の現況

は農道であった。

調査に至る経緯当該地の農道が整備されることとなり、市の事業課に試掘調査について協議をし、協力を得て、調

査を実施することとなった。

調査結果0.5×２ｍの試掘坑を３箇所設定した。調査地は横幅が狭く開口部を広く採ることができなかった。土層

の堆積状況は上層から盛土→シルト層→粘土層であった。西川の氾濫による洪水性堆積と考えられる。調査地から遺

跡は発見されなかった。

図２４試掘坑位置図（Ｓ＝1/5,000）

写真２７３T土層堆積状況写真２６２T土層堆積状況

図２３調査地位置図（Ｓ＝1/20,000）
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１０鳥原地区試掘調査（表２－１０）

調査地：鳥原地先2292ほか調査面積：５㎡（調査対象面積3,120㎡の約0002％）

調査期間：平成16年１０月13日調査担当：諌山えりか

調査地の概要調査地は海岸平野（沖積平野）である（l987国土地理院ｌ：25,000土地条件図)。鳥原地域では昨年

度黒埼市民会館（仮称）建設予定地において試掘調査を実施したところ、河川由来の砂層から木簡に良く似た形状の

木製品が検出されている。この木製品は他所からの流入であると考えられる。調査地の現況は農道であった。

調査に至る経緯当該地の農道が整備されることとなった。昨年度の調査結果を踏まえて市の事業課と試掘調査につ

いて協議をし、協力を得て調査を実施することとなった。

調査結果ｌ×１ｍの試掘坑を５箇所設定した｡土層の堆積状況は砕石層→粘土層もしくはシルト混粘土層であった。

粘土層は厚く堆積している。２Ｔでは粘土層の下層から細砂層が確認できた。土居の堆積状況からこの粘土層は河川

の氾濫によるものと考えられる。遺構・遺物とも発見されず、当該地で遺跡の発見はされなかった。

１１木工新町地区試掘調査（表2-11）

調査地：木工新町426番ほか調査面積：２㎡（調査対象面積2,102㎡の約0.001％）

調査期間：平成１６年10月14日調査担当：諌山えりか

調査地の概要当該地は旧河道（旧阿賀野川もしくは旧通船川）と考えられている（1987国土地理院１：25,000土

地条件図)。当該地の現況は水田であった。

写真２８調査地（北～）
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図２６試掘坑付置図（Ｓ＝1/4,000）
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写真２９２T東壁土層堆積状況
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図２５調査地付置図（Ｓ＝1/25,000）
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調査に至る経緯当該地で共同住宅の建設計画が持たれた。当該地の地理的条件は上記の通りであるが、東側はすぐ

に新砂丘Ⅱ列が来ており、埋没砂丘上の遺跡の存在が予測された。そこで試掘調査の実施について事業者と協議し、

協力を得て調査を実施した。

調査方法と調査結果ｌ×１ｍの試掘坑を２箇所設定した。土層の堆積状況は上から、水田耕作土→粘土層→細砂層

であった。この細砂層は川砂と思われ、当該地は旧河道内であったと考えられる。調査地からは遺跡の発見はされな

かつたｃ

図２７調査地位置図（Ｓ＝1／１０JOOO） 図２８試掘坑位置図（S＝1/5,000）

１２大淵地区試掘調査（表2-12）

調査地：大淵地内調査面積：４０㎡（調査対象面積4,722の約0.8％）

調査期間：平成１６年11月29日～12月４日調杏相当：朝岡政康

調査地の概要調査地は阿賀野川左岸の自然堤防の北縁にあたる（1987国土地理院ｌ：25,000土地条件図)。この自

然堤防上には大淵遺跡や江口館跡などが所在する。当該地は大淵遺跡から北に約400ｍの場所である。調査時は旧水

田に造成された野球グランドであった。

調査に至る経緯当該地は市立大淵小学校の移転予定地である。平成９．１０年に大淵遺跡の一部について本格調査が

行われており、調査の結果、平安時代中頃の遺跡が良好な状態で残っていることが確認された。このことから大淵遺

跡が立地する自然堤防上にはまだ未発見の遺跡が存在する可能性が考えられた。事業課に試掘調査の実施について協

議をし、協力を得て、調査を実施した。

調査結果当該地はグランド建設時に１５ｍほど盛土されているので、先ず４×４ｍ程度で広く掘削し盛土を除去し

た。盛土除去後は旧地表面に２×２ｍの試掘坑を設け掘削した。このような試掘坑を10箇所設定した。土層の堆積状

況は上から水田耕土→灰白～暗灰色粘土→青灰色シルト混粘土→青灰色砂であった。最下層の砂層は砂の粒子が細か

く、砂丘砂と思われる。この砂層が河川に由来するものか、元々の砂丘砂のどちらであるのかは、調査範囲のデータ

だけでは判別付かなかった。今後周辺の調査履歴が蓄積されれば判明するものと考えられる。遺構・遺物とも確認さ

れなかった。当該地には遺跡がないことが確認された。
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図２９調査地付置図（Ｓ＝1／10,000） 図３０試掘坑位置図（Ｓ＝1／1,500）

写真３０調査地（北～） 写真３１６Ｔ南壁土層堆積状況

１３逢谷内地区試掘調査（表２－１４）

調査地：逢谷内４丁目54番４ほか調査面積：３０㎡（調査対象面積約4,573㎡の約0.7％）

調査期間：平成１７年１月１９日調査担当：諌山えりか調査員：朝岡政康

調査地の概要当該地は砂丘間低地考えられている（l987国土地理院ｌ：25,000土地条件図)。当該地の現況は更地

であった。

調査に至る経緯当該地で宅地分譲のための造成計画が持たれた。当該地の地理的条件は上記の通りであるが、北側

及び南側は新砂丘Ⅱ列が来ており、埋没砂丘上の遺跡の存在が予測された。そこで試掘調査の実施について事業者と

協議をし、協力を得て調査を実施した。

調査方法と調査結果２×３ｍの試掘坑を5箇所設定した。土層の堆積状況は上から、盛砂→粘土層→シルト層→ガ

ツポ層→細砂層であった。調査地からは遺跡の発見はされなかった。

写真３２３T土居堆積状況 写真３３４T土層堆積状況
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図３２言図３１調査地位置図（Ｓ＝1／10,000）図３２試掘坑配置図（Ｓ＝1/2,000）

１４烏屋野地区試掘調査（表２－１５）

調査地：鳥屋野２丁目643番２ほか調査面積：約７㎡（調査対象面積約4.130㎡の約017％）

調査期間：平成１７年１月20日調査担当：諌山えりか調査員：渡遥ますみ

調査地の概要当該地は沖積地（旧信濃川の流路）と考えられている（1987国土地理院１：２５，０００土地条件図)。現

在は盛土されており更地であった。

調査に至る経緯当該地で分譲宅地建設計画が持たれた。当該地の地理的条件は上記の通りであるが、南側にはすぐ

に新砂丘Ⅱ列が来ており､埋没砂丘上の遺跡の存在が予測された。そこで試掘調査の実施について事業者と協議をし、

協力を得て調査を実施した。

調査方法と調査結果1.2×２ｍの試掘坑を３箇所設定した。土層の堆積状況は上から、盛砂層→灰褐色～暗青灰色

砂屑であった。この砂層は砂丘砂ではなく川砂と思われ、当該地は旧河道内であったと考えられる。当該地からは遺

跡の発見はされなかった。

図３３調査地位置図（Ｓ＝1／10,000）

写真３４調査地（北～）
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図３４試掘坑配置図（Ｓ＝1/3,000）

写真３５１Ｔ±層堆積状況



１５上木戸地区試掘調査（表２－１６）

調査地：上木戸１丁目46番ほか調査面積：約６㎡（調査対象面積約2,316㎡の約0028％）

調査期間：平成17年１月31日調査担当：諌山えりか調査員：渡豊ますみ

調査地の概要当該地は旧阿賀野川自然堤防と新砂丘Ⅱ－４列間の後背湿地と考えられている（1987国土地理院ｌ：

25,000土地条件図)。現況は盛土されており更地であった。

調査に至る経緯当該地で宅地の造成計画が持たれた。当該地の地理的条件は上記の通りであるが、新砂丘Ⅱには複

数の遺跡の存在が知られているので、当該地で未発見遺跡の存在する可能性が考えられた。そこで試掘調査の実施に

ついて事業者と協議をし、協力を得て調査を実施した。

調査方法と調査結果２×３ｍの試掘坑を２箇所設定した。土層の堆積状況は上から、砕石・盛砂層→暗青灰色砂層

であった。この砂層は砂丘砂ではなく川砂と思われ、当該地は旧河道もしくは低湿地であったと考えられる。いずれ

の試掘坑も地表面下0.7～0.9ｍほどから湧水したため、壁面の崩壊が激しく深く掘削することができなかった。当該

地から遺跡の発見はされなかった。

図３５調査地位置図（Ｓ＝1／10,000） 図３６試掘坑配置図（Ｓ＝1/2,000）

写真３６調査地（西～） 写真３７２T南壁土層堆積状況
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１６河渡地区試掘調査（表2-17）

調査地：河渡本町巳883番17ほか調査面積：348㎡（調査対象面積約20,000㎡の約１８％）

調査期間：平成１７年２月15～18日調査担当：朝岡政康調査員：渡逼ますみ

調査地の概要調査地は砂丘地であると考えられている(l987国土地理院１：２５，０００土地条件図)。また『新潟市史

自然編』（新潟市1991）では新砂丘Ⅲ列としている。新砂丘ⅢはⅢ－１～Ⅲ－３列の３列が確認されており、Ⅲ－１列

上には奈良･平安時代の遺跡が、Ⅲ－２列上には中世遺跡の存在が確認されている。調査地の周囲にも宮浦遺跡（35）

や溜池遺跡（36）が存在している。両遺跡とも奈良・平安時代の遺物が周辺で採取されたらしい。宮浦遺跡について

は平成１０年に隣接地において範囲等確認調査を実施しており、遺跡は発見されなかったが砂丘基盤層の直上に黒色砂

層の堆積を確認している。調査地は荒蕪地であった。また一番低い場所の標高は1.6ｍ前後、一番高い場所の標高は9.3

ｍほどであり、比高差7.7ｍで大きな砂山状の地形である。

調査に至る経緯当該地で宅地の造成計画があり、上記のような土地条件や宮浦遺跡範囲等確認調査の結果から、当

該地に未発見の遺跡の存在が考えられた。そこで事業者と協議をし、協力を得て試掘調査を実施することとなった。

調査の方法と調査結果２×３ｍの試掘坑を58箇所設けた。土層の堆積状況は概ね表土→茶褐色砂層→黄灰色砂層→

灰白色砂層であった。黄灰色砂層及び灰白色砂層は新砂丘Ⅲの形成基盤層と考えられる。宮浦遺跡範囲等確認調査で

は黄灰色砂層の上層に土壌化した砂層と考えられる黒色砂層が確認された。調査地の南側の一番低い場所で黄灰色砂

層の下層にこの黒色砂層が存在しているかどうか深く掘削したが、確認できなかった。いずれの試掘坑からも遺構・

遺物はされなかった。このことから当該地に遺跡がないことが確認された。また一部で確認された茶褐色砂層は近～

現代のある時期の地表であると考えられるが、大きく撹乱されていることが多く、調査地全域で層位的に確認できる

状態でなかった。

写真３８２２T南壁（目盛の50ｃｍ付近に腐植土層がある）

図３７調査地位置図（Ｓ＝1／10,000）
写真３９５８T西壁土層堆積状況

－２１－



図３８試掘坑付置図（Ｓ＝1/２，０００）■：調査したもの□：調査しなかったもの

ｌ７城山遺跡工事立会・範囲等確認調査（表2-32）

調査地：笹山字山中境ほか調査面積：２５㎡（調査対象面積6000㎡の約0.004％）

調査期間：平成１７年１月27日～３月31日調査担当：諌山えりか

調査員：渡避ますみ庸野耕造朝岡政康森良子

遺跡の概要城山遺跡は亀田砂丘（新砂丘Ｉ）前列の残丘状の小砂丘上に立地する。周知範囲は約５４，０００㎡である。

昭和43年に、開田に伴う砂丘の削平により平安時代の土師器や須恵器、中世の舶載陶磁器等が出土したとされている

(｢大江山地区の遺跡』ｌ９８７新潟市教育委員会)。平成８年度に県営圃場整備事業に伴い約350㎡が発掘調査され、縄

文・平安時代を中心とした集落跡が確認された。

調査に至る経緯今回の公園造成に伴う範囲等確認調査を平成１３年度に実施した。この調査結果を踏まえ、公園建設

は遺跡を保存する方向で設計が行なわれた。公園造成は平成15年度から着手されており、今年度は図39に図示した部

分の造成を平成１７年１月から行うことになった。当初立会を予定した場所は、①法面の角度をゆるくし、低木を植栽

するため掘削される部分と、②埋設管敷設のため幅・深さとも１ｍ以上の掘削が行われる地点である。①について、

工事に立会ったところ、掘削中に土器が確認されたため、事業者および県教育委員会に連絡し、包含層の残存状況を

確認することとした。その後、平成１３年度確認調査を行った時点では民地であったため試掘坑を設定していなかった

ことがわかり、その部分について保存を前提とした確認調査を行った（図40)。法面で遺物包含層が露出した範囲を

図40に、包含層の堆積状況を図４１．４２に示した。

この結果をもとに設計変更可能か問い合わせたところ、①法面部分は盛土保存で合意、②園路部分の設計変更は工

事全体に影響が出るため、できるだけ避けたいとの方針が示されたため、園路部分にかかる範囲を追加調査した。こ

の調査の結果、園路部分はすでに今回の工事以前の掘削で砂丘基盤砂層の黄褐色層まで及んでいることが確認された

ため、園路は予定どおり着手される見通しとなった。

－２２－



調査Ⅱ 調秀内容 結果

ｌノj27ﾍ２９F・２ノ』

３．４ｉＹ
法面部分１k会・離認調査

置物包含Ⅳfiと:胃i墳時代前期の遺構を確認した。埋め戻

して盛土保存。

２ノｊ８１： 園路予定部分確認調査
過去の削桝Fより遺物･遺物包含照･遺構は確認されな

かつた。Ｉ:串継続

２ノ１１８．１９］ 下水道埋設併敷設立会
過去の削平により遺物･遺物包含層･造構は確認されな

かつたく１１巧祁継続

２ﾉ:2'11 植栽〈高木〉立会
過去の刊平により遺物･遺物包含層･遺構は確認されな

かつた。工事継続

３月中旬〈]f定） 法而部分植戦〈低木）立会

調査結果法面に、東西方向に長い調査坑を６箇所と南北方向の調査坑を１箇所設定した。３Ｔのみ重機を用い、そ

れ以外は人力で掘削した。土層は盛土、黒褐色砂層暗褐色砂層、黄褐色砂層の順で堆積していた（図42)。暗～黒

褐色砂層が遺物包含層である。

遺構は、性格不明遺構（SX）が２基検出された。SXlから、径１５ｃｍ程度の角喋２点と古墳時代前期の土器が出土

し、少なくとも姿を２個体確認した。長軸1.20ｍ、短軸1.15ｍ、深さ028ｍ以上の土坑の可能性がある。露出した部

分を半裁してサブトレンチを設定して調査したが、遺構確認面の上部が削平されていたため、遺構の深さは推定であ

る。ＳＸ２は、ｌＴの北壁にかかって発見された。長軸0.8ｍ以上、短軸0.4ｍ以上、深さ0.1ｍ以上と推定され、時期は不

明である。遺構外出士遺物は、古墳時代前期の土師器破片（写真44）と、縄文時代中期前葉と思われる深鉢破片（写

真４５１．２)、須恵器坪破片、珠洲焼斐破片（写真４５３）が出土した。

園:公園建設予定地蕊:Ｈ１6年度着工分

図３９調査地位置図（Ｓ＝1／１０，０００）

写真４１１Ｔ北壁（１）

－２３－

写真４０調査遠景（北西から）

写真４２１Ｔ北壁（２）



やや黒ずんだ暗褐色土灰色粘土含む盛土

黒褐色土炭化粒含む包含層

黄褐色砂を含む暗褐色土

やや灰色がかった暗褐色土包含層

暗褐色土しまり有包含層か

図４３ＳＸ１検出状況（Ｓ＝1/40）

図４０トレンチ設定図（Ｓ＝1/300）
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